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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成30年12月27日(2018.12.27)

【公開番号】特開2018-166314(P2018-166314A)
【公開日】平成30年10月25日(2018.10.25)
【年通号数】公開・登録公報2018-041
【出願番号】特願2017-63843(P2017-63843)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/232    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/77     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/91     (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ  11/60     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ    5/232    ２９０　
   Ｈ０４Ｎ    5/77     ２００　
   Ｈ０４Ｎ    5/91     　　　　
   Ｇ０６Ｔ   11/60     １００Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成30年11月15日(2018.11.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記目的を達成するため、本発明の一態様の画像処理置は、
　動画像を取得する取得手段と、
　前記取得手段により取得された前記動画像の時間的または空間的に前または後の候補画
像と、前記動画像との類似度を算出する算出手段と、
　前記算出手段による算出結果に基づいて、前記動画像から代表画像を特定する特定手段
と、
　前記特定手段により特定された代表画像と、前記動画像とは異なる画像とを合成して１
つの画像を生成する合成手段と、
　を備える。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動画像を取得する取得手段と、
　前記取得手段により取得された前記動画像の時間的または空間的に前または後の候補画
像と、前記動画像との類似度を算出する算出手段と、
　前記算出手段による算出結果に基づいて、前記動画像から代表画像を特定する特定手段
と、
　前記特定手段により特定された代表画像と、前記動画像とは異なる画像とを合成して１
つの画像を生成する合成手段と、
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　を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記取得手段により取得された動画像から複数の候補画像を選択する選択手段をさらに
備え、
　前記選択手段は、前記算出手段による算出結果に基づいて前記複数の候補画像から前記
代表画像を選択することを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　画像を評価する評価手段をさらに備え、
　前記選択手段は、前記評価手段による評価結果と、前記算出手段による算出結果に応じ
て前記複数の候補画像から前記代表画像を選択することを特徴とする請求項２に記載の画
像処理装置。
【請求項４】
　前記評価手段は、前記動画像の特徴量に基づいて前記複数の候補画像を評価することを
特徴とする請求項３に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記評価手段は、前記動画像の同じ種類の特徴量に基づいて前記複数の候補画像を評価
することを特徴とする請求項３または４に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記特徴量は、前記動画像のフレーム毎に算出された特徴量を平均化したものであるこ
とを特徴とする請求項４または５に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記特徴量は、前記動画像のフレーム毎に算出された特徴量の最高値、または最低値で
あることを特徴とする請求項４または５に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記特徴量は、前記動画像のフレーム画像の指標の種類に基づいて算出された特徴量で
あることを特徴とする請求項４から７のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記特徴量は、前記動画像のフレーム画像の撮影パラメータの種類に基づいて算出され
た特徴量であることを特徴とする請求項４から７のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　前記算出手段は、前記動画像の時間的または空間的に前または後に表示される複数の候
補画像と、前記動画像との類似度を算出することを特徴とする請求項１から９のいずれか
１項に記載の画像処理装置。
【請求項１１】
　前記算出手段は、前記動画像の時間的または空間的に前及び後に表示される候補画像と
、前記動画像との類似度を算出することを特徴とする請求項１から９のいずれか１項に記
載の画像処理装置。
【請求項１２】
　前記特定手段は、前記算出された算出結果が他の算出結果より低い動画像を代表画像と
特定することを特徴とする請求項１から１１のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１３】
　前記算出手段は、前記動画像の部分動画と、前記動画像のうちの他の部分動画との類似
度の平均値を算出することを特徴とする請求項１から１２のいずれか１項に記載の画像処
理装置。
【請求項１４】
　画像処理装置が実行する画像処理方法であって、
　動画像を取得する取得ステップと、
　前記取得ステップにより取得された前記動画像の時間的または空間的に前または後の候
補画像と、前記動画像との類似度を算出する算出ステップと、
　前記算出ステップにおける算出結果に基づいて、前記動画像から代表画像を特定する特
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定ステップと、
　前記特定ステップにより特定された代表画像と、前記動画像とは異なる画像とを合成し
て１つの画像を生成する合成ステップと、
　を含むことを特徴とする画像処理方法。
【請求項１５】
　コンピュータに、
　動画像を取得する取得機能と、
　前記取得機能により取得された前記動画像の時間的または空間的に前または後の候補画
像と、前記動画像との類似度を算出する算出機能と、
　前記算出機能による算出結果に基づいて、前記動画像から代表画像を特定する特定機能
と、
　前記特定機能により特定された代表画像と、前記動画像とは異なる画像とを合成して１
つの画像を生成する合成機能と、
　を実現させることを特徴とするプログラム。
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